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研究成果の概要（和文）：海外に進出している企業で、日常業務の英語使用の音声データを収集

した。そのデータから、いろいろな傾向が見受けられた。加えて、数名の学生を対象に、海外

インターンシップを実施し、彼らの音声データも収集し、その傾向、場面ごとの対処仕方、イ

ンターンシップの初めて最後での変化を分析した。これらのデータは、大学における英語教育

の今後に活用使える英語の教育 

 

研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： The speaking data during daily routine within the 

offshore offices  of Japanese companies was collected.  Also, scenes at work sites were 

videotaped.  A few tendencies can be perceived from the data.  In addition to the data, 

some university students were taken to an overseas internship in Singapore.  Their 

speaking data was also recorded.  Using the data, tendencies of their English usage, 

including ways to deal with problems, changes of their English and attitudes before and 

after the internship were analyzed.  This data can be used to aid in the education of 

English at universities in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本は少子高齢化に伴い、消費・生産に従
事する人口の減少が著しい。そして、経済市
場は急速に収縮しているため、経済圏をアジ
アに拡大し、海外市場を開拓する必要性に迫
られている。 
 経済産業省と文部科学省が「産学人材パー
トナーシップ」を立ち上げていることからも
わかるように、グローバルに活躍できる人材
育成は急務である。しかし、事実上の国際語
である英語の重要性・必要性は強調されてい
るが、その英語を仕事の現場で使えるように
なるには、どうすればいいのかといくことは

明確化されていない。 
 ESPの観点から、ニーズ分析は十分に行わ
れているが、何を教えるべきかの鍵となるジ
ャンル分析やタスク分析は不十分であると
言えるだろう。ESP関連の文献データベース
である JACET ESP Databaseで検索すると、
全登録数 1,103件中ジャンル分析に関わる文
献は 25件、タスク分析に関わる文献にいた
っては 0件である。 
 

２．研究の目的 
 本研究では、企業の海外事業所や店舗で参
与観察することで、従来の研究ではあまり収
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集されることのなかった産業界の会話資料
を収集する。そして、ESPの手法に基づき、
会話分析、さらには日常業務の言語タスクを
解明する。どのような会話やタスクが、その
ような業務、文脈の中で行われているのかを
描き出す。そして、将来的には本研究で収集
したデータを基に、教材と学習プログラムを
作成し、研究協力企業の研修で活用する。ま
た、問題点を精査した上で大学の英語教育に
転用し、産学連携に基づく海外インターンシ
ップ制度の構築と海外事業での有用な人材
育成を目指す。 
 

３．研究の方法 
 海外企業との英語でのやり取りの文書デ
ータの提供など、既に研究に協力いただいて
いる企業のシンガポールの店舗において、業
務における会話データの収集を行った。具体
的には、シンガポールの店舗、取引業者や工
場での参与観察、業務の録画・録音と、網羅
的に会話を収集した。 
 加えて、現地で従事している日本人スタッ
フにインタビューを行い、英語使用に関する
様々な意見・経験・状況を聞きだした。 
 さらには、学生をシンガポールに引率し、
現地の企業でインターンシップを実施した。
業務時間中、学生達には IC レコーダーを装
着してもらい、英語でのやり取りを録音した。 
 海外インターンシップに関しては、学生が
希望する業種で、市場調査、営業などの業務
を体験させた。学生が自分自身のコミュニケ
ーション能力について、どのように感じてい
るかは、３つの方法で確かめた。１）研修前
と研修後に、Common European Framework of 
Reference for Languages (CEFR)の日本版
（CEFR-J）を使用し、「理解」、「話す」、「書
く」の言語運用能力に関する自己評価がどの
ように変化するかを調べた。２）研修中に、
何を学び、何に失敗し、どのような英語表現
を覚えたかを記録させ、会社の人とどの程度
コミュニケーションが図られているかを観
察した。３）研修後に、自分自身のコミュニ
ケーション能力の変化について記述させた。 
 
４．研究成果 
 シンガポールでの参与観察で収集したデ
ータから、英語使用年数に関わらず、英語表
現に関しては「phrasal, simple, short」、
英文法に関しては、「simple」という傾向が
見受けられた。英語使用年数における違いに
関しては、長い従業員は、アクセントは現地
に近く、話すスピードも速く、会話の継続性
が見られた。その反面、英語使用年数の短い
従業員の英語は、日本語アクセントであり、
話すスピードはやや遅く、準備をしていない
会話ではやや困難を感じていた。 
 これらのデータを分析してみると、大学に

おける英語教育では、質問や会話での受け答
えにおいて、１）短く平易な英語の表現を作
成させる２）それら表現を的確に短時間でい
くつも出せる練習をさせる、このような演習
をすることにより、ある程度の英語コミュニ
ケーションの円滑化を可能にすることがで
きる。 
 また、別のデータである、学生達の海外イ
ンターンシップで課した、研修前と研修後の
CEFR-J および研修中そして研修後に提出さ
せたレポートからも、様々なことが見える。 
 2012 年に４名の学生を夏休みの２週間、シ
ンガポールの会社でインターンをさせ、とり
わけ、ビジネスパーソンの間で特に問題とな
る、発音・聞き取りに関して、どのように自
己評価し、その状況をどのように捉えている
のかを観察した。 
 インターンシップの前後で、１名だけは、
Listening スキルの向上が全くないと評価し
た。この学生は、聞き取りができないため、
ほとんど対話が成立しなかった。残りの３名
は、Listening のスキルをある程度向上した
と評価しており、ノーマルスピードの英語に
はついていけない場面があるものの、Clear
な発音であれば理解できるレベルと評価し
た。 
 レポートに示された内容を調べていくと、
聞き取りができない１名は、聞き取りができ
なかったこと、そして自分自身の発音が通じ
なかったことのみをつづっている。一方、残
りの３名は共通して、どのような英語が分か
らないのかを具体的に記述していた。その記
述内容は以下の２点にまとめることができ
る。 
・アメリカ英語、施設でのアナウンス、イン
フォメーションの英語は全般的に聞き取り
やすい。しかし、フードコートや店員などの
英語は概して聞き取りづらい。 
・中華系、マレー系、インド系の英語は、ス
ピードが速く、単語と単語の境目が聞き取り
づらく、理解するのが難しい。ただし、日本
語を話す人、ミャンマー人の英語は理解しや
すいなど、人によって差異がある。 
 以上は、いわゆる、公共性の低い場面での
EFL スピーカーの聞き取りが困難とまとめる
ことができ、その問題は、ビジネスパーソン
が持つものと同じものである。 
 今回、特に注目したい点は、聞き取りが改
善したと評価している３名は、個別の発音の
問題について分析をしている点である。その
分析は以下のようにまとめることができる。 
・センテンスでは、主語が省略されることが
あり、語尾に中国語が混ざることがる。 
・単語は、中国語やマレー語が使われている
ことがある。k,d,t など発音されない音があ
るため、sad のような簡単な単語さえ理解で
きないことがある。 



 センテンス、単語の区別をしており、アメ
リカ英語のようなネイティブの英語とどの
ように違うのかを具体的に述べている。また、
自己評価のレベルが大きく改善した学生の
場合は、１）早いと聞き取れない、２）区切
りが分からない、３）単語と単語がくっつい
ている、４）発音していない単語がある、と
分析の視点が段階的に細かくなっていた。 
 以上、聞き取りに関しては、分析的な視点
の有無が聞き取りの改善につながっている
ことが分かる。 
 今回の研究で収集したデータは大変貴重
なものであり、さらなる分析をすることによ
り、今後の英語教育に活かせるものである。
一般的に書店に並んでいる英会話の書籍や、
授業で教科書を通して教えられる英語とは
異なり、実際の現場で使用されている生の英
語使用状況を踏まえた教材そして教授法の
作成・開発への糸口となり、英語を使える人
材の輩出につながる。 
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